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資 料

コ ン ピ ュ
ー タゲ ー ム が 子 ど もの 自律神経系反応 に及 ぼ す影響

城 仁 　士
1

近 藤 徳 　彦
’

EFFECTS 　QF 　COMPUTER 　GAME 　ON 　 RESPONSES 　IN　THE 　 AUTONOMIC

　　　　　　　　　　 NERVOUS 　SYSTEM 　IN　CHILDREN

Hiteshi　JoH　AND 　Narihiko 　KoNDo

　　 Thls　study 　was 　designed　to　estimatc 　the　effect 　of 　computer 　game 　on 　responses 　in

the　autonomic 　nervous 　system 　in　children 　by　usirlg　power 　spectral 　analysis 　of　heart

rate 　〈HR ）　variability ，　W 「
e　uscd 　two 　different　games 　that　contained 　a　battied，　excited

game 　（S）　 and 　a　relieved ，　mild 　game 　IM） ． The 　results 　obtained 　were 　as 　follows ：

1） HR 　in　S　during　game 　tended 　to　be　h1ghcr　than 　tnat　in　M ．　 An 　index　of　sympathetic

nervous 　systenl （SNS ） during　game 　was 　higher 　than 　durillg　recovery 　in　S
，
　but　shewed

an 　opposite 　change 　in　M ．　 Therefore，　S　 might 　induce 　 stress 　response 　during　game
whlle 　M 　might 　do　it　after 　game ． 2） HR 　during　individual　mode 　in　S　tended　to　be
higher　than 　during　mode 　in　playing　against 　other 　player．　 3） HR ，　SNS 　and 　all　index

of 　parasympathetic 　nerveus 　systern 　（PNS ） at 　10th　min ．　after 　game 　were 　similar 　to

rest
−level　in　both　garnes ．　4）There 　was 　positive，　signjf …cant 　correlation 　between ！evel

of 　game 　mas 亡er 　and 　PNS 　（y ＝O，091x＋ 4．1／1．r − o．765，　pくO．05）．　 The 　results 　suggested 　that

the　responses 　in　the 　autonornic 　nervc 〕us 　system 　in　children 　dul’ing　game 　were 　influenced

by 　the　type 　of 　game 　and 　the 　leve】of 　master ．

　　 Key 　words ：response 　in　the　autonomic 　nervous 　s｝
・stem ，　computer 　game ，　ch 日dren，

power 　spectral 　analysis 　of 　heart　rate 　 variability ．

問題 と目的

　近年 ， フ ァ ミ リーコ ン ピ ュ
ータ の 登場 に よ り，

コ ン

ピ ュ
ー

タゲ
ー

ム 人 口 は 飛躍的 に 増 大 し て い る。ま た ，

コ ン ピ ュ
ータ ゲーム 市場 の拡大 に伴う ， あ い つ ぐ国内

外の ハ
ー ド ウ ェ ア，ソ フ トウ ェ ア メ ーカ ーの 市場参入

に よ り， 技術革新 の著 し い 分野 で もあ る 。 しか し ， そ

の 普及 と と も に ゲーム ソ フ ト購入者は よ リ リ ア ル で ，

よ り過激な ソ フ トを求め る よ う に な っ て き て お り，そ

の 結果 ， 最近 で は， 癲 癇症 の 危 険性や視 力 の 低下な ど

ゲーム の 影響 と思わ れ る症状例が報道さ れ て い る。 こ

1

神戸 大学 発達科 学都 （Facult ｝
・

of 　Human 　Development ，Kobe

　Uni、
−
crsity ）

の こ と は コ ン ピ ュ
ー

タゲ
ーム が 心理的 ・生理 的 に 未成

熟な 子 ども に と っ て は 負担 が大 きい こ と を示唆 し て い

る と思わ れ る 。 し た が っ て ，
コ ン ピ ュ

ータ ゲ ーム が ．
子

ど もの 発育 や教育 に 対 し て ど の 程度 の 影響が あ る の か

評価す る た め に は ，
コ ン ピ ュ

ータ ゲーム を行 っ た時の

ス トレ ス 反応 体 研 究 で は刺激 要 因 をス b レ ッ サ，生 理 的反 応

を ス トレ ス 反 応 と定 義 す る〉 を知 る必要が あ る と考 え られ

る 。 特に ， 子 ど もの 生体に そ れ が ど の よ うな影響 を及

ぼ して い る の か ，ま た，そ の 影響 は 子 ど もに と っ て ど

の程度の 大 きさな の か の データ を得る こ とは大切 で あ

る。

　 ヒ トが あ る 種 の 外的 な ス トレ ッ サ を受 け た 場 合 ， 生

理 的な反応 として ， 自律神経系 を介 し て こ れ ら の ス ト

レ ッ サ に 対抗 す る 。 例 え ば，運動 な ど の ス ト レ ッ サ が
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身体 に負荷 さ れ る と
， 自律神経系 が 活動 し ， 心拍数な

どの 生理的な パ ラ メ ータ は増加す る。人前で の あが り

な ど も運動 時 の 反応 と 同様 に 自律神経系の 働 きが 関 与

す る。 したが っ て ， ス ト レ ッ サ に対す る生体の 生理反

応 の大 き さ を客観的 に 評価す る に は こ の 自律神経系の

活動 を把握 す る こ とが重要 と な る 。

　 自律神経系に は交感神経系 と副交感 神経 系 の 二 つ が

含 ま れ，前 述 の 運 動時に は交感神経系の 活動が 大 き く

働 き， 副交感神経系の活動は抑制 され る。近 年 ， 心拍

数の変化を利用 し て ，自律 神経系 を両活動か ら評価す

る方法 が 報告され て い る 〔早 野 ・藤 波 ・山 田，19S5 ；劉 ・武

井 ・岩 ［B 、1994 二 中＋t ・
山本、1991）。 こ の 方 法を用 い る と従

来評価が 難 し か っ た 自律神経系 の 活動状況 を ， 交感 と

副 交感神経系 に分類 し て，よ り詳細 に ，また客観 的 に

評価 す る こ と が 可能 と な る。さ ら に 心拍数 は 比較的簡

単に 生体か ら得 られ る情報で あ る こ と と考え あわ せ る

と， こ れ を 利 用 し た 自律神経 系 の 評価法 は 心琿学の分

野 に お い て も有用 で あ ると考 えられ る 。

　 そ こ で 本研 究 は ，
コ ン ピ ュ

ータ ゲー
ム が 子 どもの 教

育や 発育 に と っ て どの よ うな影 響を及ぽ す の か の基礎

的データ を得 るた め ， 前述 の 方 法を用 い て コ ン ビ ュ
ー

タ ゲーム 中 の 子供の 自律神経系 反応 の 態様 を定量的に

評価す る こ と を［］的 とした 。
コ ン ピ ュ

ータ ゲーム 下 で

の 反応 は ゲ
ー

ム の 種類 等に 影 響 さ れ る 可能性 が あ る た

め ， 戟闘的で よ り大 きな興奮 を誘 う内容の ゲーム と比

較的穏健 で安心感 の 漂 う内容 の ゲーム の 二 種類 を選択

し
， 以下の 4 つ の観点か ら 子 ど もの 自律神経系 の反応

を総合的 に 評価 しよ うとした el ） コ ン ピ ュ
ータ ゲ ーム

状況下 で の 心拍数変動 を 二 種 の ゲ ーム 問 で 比較す る こ

と ，2）戦闘的ゲー
ム に お い て 個 人 モ

ー
ドと対戦モ ード

と の 心拍数変動 の 違 い を分析す る こ と ， 3） コ ン ピ ーコー一

タ ゲ ーム を終了 し た後の 回復時 の 心拍数変動 を分析す

る こ と，4）ゲーム の 熟達度 に 応 じ て コ ン ピ ュ
ータ ゲー

ム に 対 する心拍数変動 に差が認め ら れ る か を分析す る

こ とで あ る 。

方 法

　 1． 被験児

　被験児 は神戸 市在 住 の 健康な幼稚園児 1名お よ び小

学生 8 名 （男子 7 乳 女 7・2 名〉で あ り，年齢は 5〜11才 の

範囲 で あ っ た。被験 児 は全 員日 頃 テ レ ビゲ ーム に は慣

れ て い た。TABLE 　1 に 被験 児 の特性 と して 年齢 と性別

を示 した。

　2． 課題

　使用 したゲ
ー

ム ソ フ トは ， 戦闘的で よ り大 き な興奮

TABLE 　l　 Age　and 　sex 　in　each 　subject

B ；Boy，　 G ：Gir］

を誘う内容 の ゲ ーム として 「ス ト リー トフ ァ イタ
ーII」

似 下 S），比 較 的穏健で 安 心 感 の 漂 う内 容 の ゲーム と

して 「ミ ッ キーの マ ジ カ ル ア ドベ ン チ ャ
ー」（以 下 M ＞を

そ れ ぞ れ 選 定 した。また ， ゲ
ー

ム モ ード に よ る違 い を

検 討す る た め に ， S に は個入 モ
ー

ド（1人 で ゲ ーム を行 う）

と対戦 モ ード （2 人で ゲー
ム を行 う）が含 ま れ て い る 。

　熟達度 の 違 い に は ， S の個人 モ
ード を用 い

， ゲーム

レ ベ ル は 3 と設定 し た 。 設定 した レ ベ ル は 8画面よ り

構成さ れ て い る 。熟達度 の 指標 と し て，以下 の 式 を用

い た。

　熟達度 一 ［ク リア ー
した画 面数／ 1 レ ベ ル の 画面数

（S）］× 100％

　例 え ば ， 3 画 面 を ク リア
ー

した場 合 の 熟達度 は

（3／ 8） x100 ＝37．5 と な る。

　 3． 手順 および測定項 目

　 S で は座 位姿勢 で 5 分間 の 安静状態 を保持 した 後 ，

弖5分 間個人 モ
ード で の ゲーム を行い

， ］0分聞安静 を保

持 した。そ の後 1 分間，対人 モ
ードで の ゲ

ー
ム を行 い

，

終 了後 は 5分 間 の 安静 を保持 した 。 M で は S と 同様 に

安静状 態 の 測定 を行 っ た後 ， 15分間ゲ
ーム を行 い

， そ

の 後 は15分 間安静を保持 し た。実験 中，胸 部双 極誘導

法に よ 「）心電 図 を テ
ー

プ レ コ ーダ （TEA 〔二： R−71） に 記

録 した。後 日 ， 心 電図データ を12bitの 分解能 の A ／ D
コ ン バ ータ （カ ノ ープ ス 電 子 社 製 ADX −9SE） に よ り， 1

kHz の サ ン プ リ ン グ レ ート で パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タ 〔凵本 電 気Ct製 PCgSDIRA ） に 転送 し た。その 後 ， 微分

平滑化を行 い ，R −R 間隔 の
一

次回帰 を求 め ， そ の 残差

を心拍変動 とみ な し ， 直接法に よ りパ ワ
ー

ス ベ ク トル

密度 を算出 し た （中村 ・山本，1991；Yamamoto ＆ Hughson 、
1991a ・Yamam ・t。』 ughs ・ n ＆ Perterson，19．　9．　lb）e 更 に ，

0．O〜  ．15Hz （Lo：1 お よ びO，15〜0．50Hz 〔Hi） の ス ペ ク

トル 密度 を そ れ ぞ れ 加算 し，Lo／ Hi を も っ て 交感神
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経系活動 （SNS ） の 指標 と し ，
　 Hi／ （Lo † Hi＞ を も っ て

副交感神経系活動 （PNS ）の 指標 と し た 。 な お ，分析 は

安静時と 回復時の各 5 分問，ゲーム 中最 も心拍数の 高

い 5分 間とした 。

　各条件間の 差の検定に は
一

元配置の分散 分析を用 い
，

また，有意 水準 は 5 ％ と し た 。

結 果

　FIGuRE　1 に実験中の 心 拍数 （HR ）
，
　SNS お よ び PNS

の 変化 をゲ ーム の種類別に 示 し た e陶 値 ± SE）。
　 S と M

の 安 静時 HR はそれぞれ 87．4±4．4拍／分 ， 87．9± 6．2

拍／分 と ほ ぼ等 しい 値 を 示 し た 。 M の HR は実験中あ

ま P変化 して い な い が ， S で の それ はゲ ーム 中上昇す

る 傾 向 に あ り，安静時 と比較す る と ゲーム 中の HR は

S に お い て有意 に高か っ た 。 また ， S で の 上昇 程度 は

個入 モ ー ドの 方 （96．1± 訐 拍 ／分 ）が対戦モ ード （90．2± ’i．工

拍／分 ）よ り大 きか っ た。個 人 モ
ー

ド後 の 回復 で は，10

分間の 回復で 実験前 の 安静状態 に ほ ぼ 回復 した （86．5±

36 拍 ／ 分 ）。

　実験中の SNS と PNS の 変化 は ， 両ゲ ーム と も鏡映
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FIGuRE 　l　The 　tinle　courses 　of　heart　rate （HR ），index　of　sympathetic 　nervous 　system 〔SNS ）and 　index　of

　　　　parasympathetic 　 nervous 　 system （1⊃NS ）dしlring 　 experiments ，　 S ： Street　 Fighter　 II，　 M ： Magical

　　　　Adventure 　in　Mickey ，　Play　l　l　individual　mede ，　Play　2： mode 　in　playing 　 against 　other 　player，　R ：

　 　 　 　 recovery ．

　　 　　
tsignificant

　difference　from　rcst （P くO．05）．

的関係 に な っ て い た 。S で は 安静時 と 比較 して ゲーム

中に SNS の 上 昇 と PNS の 低下が認 め られ ， そ の 程度

は個人 モ
ー

ドの 方 が 大 きい 。一方，M で は そ の 逆の 関

係が 見 られ ， ゲ ーム 中に SNS の低下 と PNS の 増加が

認め ら れ た 。更に ，M で は ゲーム 後の 回復時に SNS の

上昇 と PNS の 低下が あ っ た
。 ゲ

ー
ム 後 の 回復 （S で は 個

人 モ ード後 の 回 復） に お い て は両条件 と もIO分 目に安静

時 と 同様な値 を示 し た。

　 S ゲーム に お け る熟達度の 指標の 平均値 は 36．1％ で

あ っ た。FIGURE　 2 に 熟達度 と ゲー
ム 中 の △ HR ，△ S

NS お よ び△ PNS の 関係 を示 した。△ の値 に 関 して

は安静時 の 値 と個人 モ
ー ドの ゲーム 中の 値 と の差で あ

る 。 熟達度 と △ PNS と の 間 の み r ＝ 0 ．765 〔P ＜o．05） の

有意な正 の 相関関係が認 め られ た。

　 FIGURE　3 に S に お け る年齢 と△ HR ，△ SNTS お よ

び △ PNS の 関係 を示 した 。
い ずれ の 関係 に お い て も

年齢 と の 間 に は 有意な相関関係 は 認 め られ な か っ た 。
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　　　　Street　 Fighter　II．　The 　△ 　represents 　as

　　　　change 　fr‘）m 　rest 　to　P里ay 　1　（individual

　　　　niode ）、

考 察

　 1． ゲ
ー

ム の 種類 に よ る違 い に つ い て

　両条件 の IIRの差 を見る と，　 S で は ゲ
ーム 中 の HR

が ヒ昇傾向 に あ る が
，
M で は 大 き な変化が 認め ら れな

か っ た。安静時 と比較 し て ， ゲーム 中 は い くらか の 身

体運 動が伴 う。
こ れ がゲ ー

ム 中の IIR を増加さ せ た 要

因 と も考え られ る。しか し ， S に お け る個人 モ
ー

ドと

対戦 モ
ー

ドを比 較す る と ， HR 上 昇 が 前者 で 大 きか っ

た （身体 運動 は 両 モ ー
ドで 等 し い と考 え られ る ）こ とや ， M で

は HR が 変化 しなか っ た こ と か ら，ゲーム 中に 見 られ

た HR の ヒ昇 に は身体運動 は そ れ ほ ど 影響 して い な

い と考え ら れ る 。 し た が っ て，今 回設定 した 2種類の

ゲ ーム は S の 方 が M よ り興奮性が 高い ゲーム で あ り，

そ の程度は前者の 方が 大き い と言 え る。 こ の こ と は コ

ン ピ ュ
ー

タゲ
ーム が 子 ど も の HR 反応 に 及 ぼ す影響

の 大 きさ に は ゲーム の種類に よ る差が あ る こ と を示 し

て い る と考え られ る 。 今 圃測定 した被験 児 の 中に は ，

5050505000nj2211
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FIGvRE　3　Reiationships 　between　age 　and △ HR ，△

　　　　SNS 　and △ PNS 　in　game 　of　Street　Fighter

　　　　II．　 The △ represents 　as 　change 　from　rest

　　　　to　Play　1　（individual　mode ）．

S に お け る 個人 モ ードの ゲ ーム で HR127 拍／分 （安 静

時 954 拍／ 分 ） と か な り高 い 値 を示 した被験児 （K ．M 、）

と ， ほ と ん ど変化 して い な い 被験児（D ．S．，安静 時 67．1拍 ／

分．ゲーム 時 70．9拍 ／分 ） もあ り，個人差 も認 め られ る。

被験児 K ．M ．の よ うな心拍数 の 値 は ， こ の 年齢 の 子 ど

もが 中程度 の 運動 を行 っ た 時に見 ら れ る値 で あ る 仙

地 19呂1｝。

　次 に ， HR で 見 ら れ た ゲーム の種類に よ る 差 を交感

神経 系 と副交感神経系の 活動か ら検討 して み る。 S で

はゲ
ー

ム 時に SNS の 増加 と PNS の 低 ドが認 め ら れ

る が ， M で は ゲ
ーム 後 の 回復時に同様の 現象が 認 め ら

れ る （FIGURE 　1）。こ の こ と は交感 と副交感神経 系 の 活

動 か ら見 る と ， S で
’
は ゲ ー

ム 中 に
，
　 M で は ゲーム後 に

自律神経系反 応 が 起 きる 可能性の ある こ と を示 して い

る と考 え られ る。し か し，い ずれ の 変化 も安静時 と比

較す る と有意な 差で はな か っ た 。 両神経系の変化傾向

か ら考 える と
， ゲーム の 種類 に よ っ て 自律 神経系 反 応
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が 起 こ る程度 と タイ ミ ン グが 異 な る 可能性が ある の で

はな い か と考え られ る 。
こ れ に 関 し て ゲ

ー
ム の 内容を

見 る と，両 者で はか な り異 な り，ゲーム 中の 音楽はM

は S と比較す る と テ ン ポが遅 く， 画面 に 登場 す る キ ャ

ラ ク タ
ー

の 動 き も前者 の 方 が ゆ っ くりで あ る 。 ゲ ーム

か ら 受け る印象 と今回 の結果 は か な り類似 す る よ うに

思 わ れ る。

　 2． ゲ
ーム 形態の 違 い に つ い て

　 ゲーム 形態の 違 い を検討す る た め に ， S で の 個人

モ
ー

ドと対 戦 モ
ー

ド と を比 較 し た 。S で の HR の 上昇

程度 は個人 モ ードの 方 （96，1士 5，7 拍／分） が対 戦 モ ー ド

1902± 4．1 拍 ／ 分は り大 き い 傾 向に あ っ た 。 こ れ ら の こ

とはゲ ーム モ
ー

ドの 違 い が子 ど も の HR 反 応 に は か

な り影響 して い る こ と を 示 し て い る と考 え ら れ る 。

一一

方 ， 本研 究 で は い ず れ の 被験児 に 対 し て も個人 モ
ー

ド

の ゲーム か ら先 に 行 っ た 。

一
般 に 外的 な刺激 な どを数

回繰 り返 して 受 ける と ， 人 はあ る程度刺激 に 対す る慣

れ を生 じる こ とが報告 され て い る。したが っ て ， ゲー

ム モ ー ドに よ る違 い を 明 らか に す る た め に は実験条件

も含 め て ， 今後更 に検討す る 必 要 が ある と思われ る 。

　 3． ゲーム 終了 後の 回復 に関 し て

　 S で の ゲ
ーム の 回復 に お い て ， 1 回目 の プ レ イ後 の

変 化 を見 る とゲ
ー

ム 終 了 10分 目 の HR ，　 SNS お よび

PNS は ゲーム 前の 安静時 に ほ ぼ 戻 っ て い た 。 ま た，　M

で も こ れ らの パ ラ メ ー
タは同様 の 変化 を示 し て い た。

こ の こ と か ら ゲーム に よ る 自律 神経系反応 が 安静 レ ベ

ル に 回復す る に は ， 少な く と も IO分程度 の時間が 必 要

で あ る と考 え られ る。

　 以 上 の こ と よ り ，
コ ン ピ ュ

ータ ゲーム 中の 子 ど もの

自律神経系反応 は戦闘的で よ り大 き な 興 奮を誘 う内容

の ゲ ーム の 方が比 較的穏健で 安心感の 漂 う内容の ゲー

ム よ り大 き い こ と ， ま た ， ゲーム 後の 回復時 に もそ の

影響 が 残 る こ とが 示唆 された。

　 4． ゲ ーム 熟達度 と心拍数変動に つ い て

　 FIGじRE 　2 に 示 し た よ うに 熟達度 の 指標 と △ PNS の

問 の み 有意 な相関関係 が 認 め られ た が
， 他 の パ ラ メ ー

タ と の間 に は有意な関係は な か っ た 。 こ の結果 は， S

に お い て 極端 に HR が 増加 し た 被験 児 K ．M ，を除 い て

検 討 して も同様の 結 果 で あ っ た。 こ の こ とは 熟達度が

上 が る ほ ど，ゲ ーム 中の 副交感神経系の 活動が 高い こ

とを示 して い ると考 え られ る。自律神経 系 で 支配 され

る HR は 1）交感 神経系活動 の 亢進 ， 2） 副交感神経系

活動 の 抑 制，3） 交感 神経 系活 動 の 亢進 と副交感神経 系

活動 の 抑制 に よ っ て 増加 す る。熟達度 が 高 い 者 は交感

神経系活動 の 増加 に 対 し て ， 副交感神経系活動 の 亢進

に よ っ て ゲーム に適応し よ う と して い る もの と推 察 さ

れ る。
こ の こ とは熟達度が 高 い 者 に 見 られ る 実際 の

ゲ
ーム に お ける冷静な判断 と関係 す るの か も知 れ な い 。

　 と こ ろ で ， 今回の 被験児の 年齢 は 5 才〜ll才の範囲

に あ っ た 。 そ こ で 年齢 に よ り自律 神経系反応 の 違 い が

な い か どうか 検討 す る た め に ， S で個人 モ ー ドで の年

齢 と HR ，　SNS お よ び PNS の 関係を見 て み た 〔FIGURE

3）。しか し，い ずれ の 関係 に お い て も有意 な相関関係

が認め られな か っ た 。 し た が っ て，今回 の被験児で は，

コ ン ピ ュ
ー

タゲ
ーム に 対す る自律 神経系反応 の 程度 に

は年齢 の 違 い に よ る差は な い も の と考 え られ る 。

まとめ と今後の 課題

　本研究 は ，
コ ン ピ ュ

ータ ゲ ーム が 子 ど も の 教育や 発

育 に とっ て ど の よ うな影響 を及 ぼす の か の 基礎 的 デ
ー

タ を得る た め ， 前述 の 方法 を用 い て コ ン ピ ュ
ータ ゲー

ム 中 の 子供 の 自律 神経系反 応 の 態様 を定 量的 に 評価 す

る こ とを 目的 とした。そ の た め戦闘的 で よ り大 きな興

奮 を 誘 う内容の ゲ ーム と比 較 的穏健で 安 心感 の 漂 う内

容 の ゲ
ー

ム の 二 種 類 を選択 した。得 られ た主 な所見 は

以 下 の よ うで あ っ た 。

工） 戦闘 的 で よ り大 きな興 奮 を誘 う内容 の ゲ
ーム S の

方 が比較 的穏 健 で 安 心感 の 漂 う内容 の ゲ
ーム M よ リ

ゲ ーム 中の 心拍数が 高 く， ス ト レ ッ サ の 程度 は前者で

大 きか っ た。また，交感神 経系 と 副交感神経 系か ら比

較 す る と， Sで は ゲーム 中 に ，
　 M で は ゲーム 後 に 自律

神経 系反 応が 起 き る 可能性が あ る こ と が 示 さ れ た 。

2） 個 入 モ
ー

ドの HR は対 戦 モ
ー

ドの それ よ り高 く

な る傾向に あっ た 。

3） 両 ゲーム と もゲーム 終 了後1  分 目 に 心拍数，交感

神経系活動お よび副交感神経系活動は ゲーム 前の 安静

時の値に 戻 っ て い た 。

4）　 ゲーム の 熟 達度 とゲーム 中 の 副交感 神経 系活動 と

の 間に 正 の相関関係が 見ら れ た 。

　以 一」二の こ と よ り，コ ン ピ ュ
ー

タゲー
ム に 対す る 子 ど

もの 自律 神経系 反応 の程度 はゲーム の 種 類 ， 熟 達度の

違 い な ど に影響 さ れ る こ とが明 ら か に な っ た 。 ま た ，

ゲ
ー

ム 後 に もそ の 影響が見 られ た
。

　現在の 子 ど もを取 り巻 く環境の 中に か な りの 割合で

コ ン ピ ュ
ータ ゲー

ム が存在す る。今回 の 研究 に お い て ，

こ れ らが子 ど もの 教育 や発育 の 観 点 か らど の よ うな影

響があ る の か に 関す る 基礎 的なデータ が得 られ た 。 今

回 の 結果 か ら，戦闘 的 で よ り大 き な 興奮 を誘 う内容 の

ゲーム で の コ ン ピ コ 、一タゲ ーム に 対す る子 ど も自律神

経系 反 応 は，軽 い 運動 を行 っ て い る と き の 反応 と類似
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す る もの であ る。しか し， ゲーム の種類 に よ っ て こ れ

と は 異 な る反応 を示 した。子 ど もの発育状況 や生体 の

調節系 が未発達 な段階で の 過度の ス トレ ッ サ は 子 ど も

の 発 育 に と っ て は 望 ま し い も の で は な い と考 え ら れ る 。

今回 の 結 果 は ， 平均値で み れ ば コ ン ピ ュ
ータ ゲーム が

子 ど もに と っ て 大 き な ス トレ ッ サ に な っ て い る と は 考

えに くい
。 しか し，被験児 の 中 に は心拍数 の 変化が大

きか っ た者が い た 。 こ の こ と は，ゲーム を行 う子 ど も

の特性 （性格 等） と ゲ
ーム に 対 す る自律神経系反応 の 大

き さ に は因果関係 が 存在 す る こ と を示 し て い る の か も

知 れ な い
。

　今回 は コ ン ピ ュ
ー

タゲ
ー

ム 中 の 自律神経系反応 を心

拍数 の み で検討 し た 。 ス ト レ ッ サ が 生体に 及 ぼ す影響

を検討す る に は血圧 な ど の パ ラ メ
ー

タも含 め て ， 更に

多くの 情 報 を得 る こ と， また ， 子 どもの 性格 と の 関係

も検討す る必要が あ る と思 われ る。こ れ らは今後 の 課

題 と な ろ う 。
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